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本論文は， I-V章に「はじめに J 1おわりにj を加えた 7 部構成になっている。
1 1 序論」では，本論文における具体的記述の前提となる基本的骨組みを述べるとともに記述範囲の限定を行って
いる。
11 テクスト・文・単語」では，分析のレベルとして，テクストレベル，文レベル，単語レベルの 3 つを区別する。
1 2 テクストレベルの 2 つの側面J では，くはなしあい〉とくかたり〉という大きく 2 つのテクストのタイプ，な
らびにくタクシス〉という複数の出来事問の時間的関係というカテゴリーを提示する。
13 文レベルの 2 つの側面J では，く時間的限定性〉くアスペクチュアリティー〉くテンポラリティー〉という形態
論的，構文論的，単語派生的，語葉的手段の複合からなる機能・意味的カテゴリーを概観する。










































13 かたりのテクストにおけるテンス形式」では，三人称小説の地の文を， 1外的出来事の提示部分J 1内的意識の
提示部分J 1解説部分J に分けて，それぞれにおけるテンス形式の機能を考察し，次の 3 つの機能はくかたり〉におけ
る現象であるとする。第 1 に，くはなしあい〉と違って，過去形と非過去形は，出来事時を基準軸とする相対的テンス
対立を実現する場合が起こる。第 2 に， 1外的出来事の提示部分」では，かたりの時間的前進性(継起性)を表すのは，
基本的にシタであるが，同時性の場合には，作中人物の知覚体験を明示するために，シティタ(過去形)ではなくシ

























こでは，発話行為の場に関係づけられた「はなしあい」と， 1ル/タ J の交替現象が起こるなどの特色をもっ「かたり j
といったテクストのタイプが議論の中心になっている。
まず， 1はなしあい」では，モーダノレな意味との関連づけがなされている。 (1) 1腹がへった J のような，内的情態動
詞一人称での「シタ」による感情感覚表出， (2) 1 ちょっと待った」の要求， (3) 1 ほら，やっぱりーしていた」のよう
な発見と想起， (4)遂行動詞による実行， (5) 1あきれるわ」のような態度，感情感覚の表明 (1 あきれた j にくらべて能











ない。この点で， 1はなしあいJ 1かたり J とも違うという。さらに，ノンフィクションは，ルポルタージュなど発話
主体の直接体験した過去の事実をいうタイプと歴史叙述のような非体験的なタイプとに分類される。前者では， 1今J
のような副詞が出来事時基準で示され，現場的同時性という効果が生み出される一方，後者では，年表的提示という
べき用法があるということなどが，実例とともに示されている。このようなノンフィクションのテクストの時間的な
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分析はほとんど手付かずであったと思われる。この点，高く評価されるべきであろう。
ただし，ここで取り上げられているのは散文だけである。小説などの散文では，主導時制は過去であるが，韻文の
場合は違う。韻文ではむしろ超時的現在といいたくなるような「詩的世界」を構築することがある。今後，こうした
領域の文章についても，テクストの在り方と関連した分析をすることが課題になろう。しかし，その場合でも，本論
文の研究成果は不可欠な出発点として極めて重要な価値を持つと考えられる。
本論文は， 21世紀の新たなアスペクト・テンス論の始まりであり，博士(文学)の学位を授与するに十分値するもの
であると認定する。
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